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令和元年度第８回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和元年７月１６日 

                    担当部・課：教育委員会生涯学習課〔内線５０５６〕 

 

① 件  名 

 

アンバサンの石巻市指定文化財指定について 

 

②施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

  アンバサンとは長面地区で行われている祭りで、神社総代、地区の役員、氏子青年会、招待者、

氏子等が中心に行っており、東日本大震災により長面地区が災害危険区域に指定され、居住できな

くなってからも元の地域住民が集まり伝承してきた。 

平成２６年からは東北大学による調査が行われ、平成２８年にはアンバサン保存会が結成された。 

 

【目的】 

令和元年５月３０日に、アンバサンの保持者であるアンバサン保存会会長より石巻市指定文化財

の指定申請書が提出されたことから、文化財保護委員会へ諮問したところ、指定することは差し支

えないとの答申を受け、同年６月２７日開催の、石巻市教育委員会定例会に提案し承認され、同日

石巻市指定文化財の指定を行った。アンバサンの保存、伝承は、石巻市指定文化財の指定をするこ

とで、なお一層の保護・保存が図られる。 

 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

  文化財保護法 

  石巻市文化財保護条例 

 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

  第５章 心ゆたかな誇れるまち 

   第３節 地域に対する愛着や誇りをはぐくむ 

   ２ 文化財を保護し継承する 

 

 

 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

平成２７年 ３月    アンバサンの石巻市指定文化財への指定について神社総代から相談あり 

令和 元年 ５月３０日 指定申請書受理 

 ６月１４日 石巻市文化財保護委員へ諮問し答申を受ける 

２７日 石巻市教育委員会第６回定例会へ提案し石巻市指定文化財の指定につい

て承認された。 
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⑤主な内容 

(1) 文化財の名称：アンバサン 

(2) 文化財の種別：民俗文化財（無形民俗文化財） 

(3) 文化財の所在地：石巻市長面 

(4) 文化財の保持者：アンバサン保存会 会長 阿部 邦英 

(5) 指 定 年 月 日：令和元年６月２７日 

(6) 文化財の概要： 

・ 石巻市長面鎮座北野神社末社大杉神社例祭に行われる神事。 

・ 毎年２月８日に直近の日曜日に行われている。 

・ 創立年代は不明であるが、３００～４００年以上前から続いているといわれている。 

・ 参加者は大根の先を切って、そこに鍋釜から集めた煤であるヘソビを付け、参加者同士で顔

にヘソビを塗りつけることで、身体健康、無病息災を祈る。 

・ ヘソビが付いたまま、宮司の先導の後の太鼓に合わせて三度声高らかに唱え言葉を唱和し、

大漁、五穀豊穣を祈る。 

・ この個性的な特徴から奇祭とも称される。 

⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

【影響効果】 

 本市にとって貴重な民俗文化財が保存される。 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

・無形民俗文化財指定数（令和元年７月１６日現在） 

 石巻市   国指定 １件  県指定 ６件  市指定１７件（アンバサン含む） 

 東松島市  国指定 １件  県指定 ０件  市指定 １件 

 登米市   国指定 ２件  県指定 ５件  市指定２９件 

 南三陸町  国指定 ０件  県指定 １件  市指定１０件 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

  

⑨その他 

 

指定後、補助金交付申請があった場合、石巻市文化財保護補助金交付要綱に基づき１８千円を交付。 

 

 


